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Abstract
	 	 The	present	study	examined	the	factor	structure	of	dietary	education	experiences	 in	
female	adolescents.		The	scale,	which	measured	dietary	education	experiences	in	elementary	
school	age,	was	developed	by	the	authors.	 	The	Dietary	Education	Experiences	Scale	was	
administered	to	 female	adolescents	 (N =	572).	 	Also,	subjects	estimated	their	height	and	





for thinness among female adolescents was influenced by dietary education experiences in 

























































































調査を実施した（2007 年 6 月 2 日・12 日 ;	







（2007 年	333 名 ;	2008 年	239 名）。被験者の



























身長（cm） 159.00	 6.21	 142.00	 ～ 182.00	
体重（kg） 50.76	 6.59	 35.00	 ～ 80.00	
理想体重（kg） 47.59	 5.74	 35.00	 ～ 80.00	
BMI 20.05	 2.04	 15.15	 ～ 28.52	
理想BMI 18.78	 1.44	 14.84	 ～ 24.69	




































































〔m = 1.5 m < 1.5〕 「対 1.5」に関するt 検定
exp_a_6 食べものや食生活に関する講演会などによく参加していた。 1.20	 0.50	 t（571） =	14.45	p =.001
exp_b_5 子どもだけで食事をすることが多かった。 1.40	 0.69	 t（571） =	3.52	p =.001
exp_b_9 食事を抜かすことが多かった。 1.22	 0.55	 t（571） =	12.25	p =.001
exp_c_4 お箸が苦手で，スプーンやフォークを使うことが多かった。 1.30	 0.61	 t（571） =	7.97	p =.001
exp_d_7 栄養士や調理師の人と一緒に食事をすることがよくあった。 1.26	 0.67	 t（571） =	8.66	p =.001
exp_f_4 親子で参加する料理教室によく行った。 1.40	 0.73	 t（571） =	3.25	p =.001
exp_f_5 その日の給食の献立を，先生に必ず聞くようにしていた。 1.55	 0.84	 t（571） =	1.30	ns.
exp_h_4 一人きりで食事をすることが多かった。 1.30	 0.62	 t（571） =	7.67	p =.001
exp_h_9 親子で参加した料理教室で作った料理を家庭でも家族等と
作っていた。
1.56	 0.84	 t（571） =	1.80	p =.073
〔m = 3.5 m > 3.5〕 「対 3.5」に関するt 検定
exp_b_10 行事食（「正月→おせち料理」など）を食べる習慣があった。 3.63	 0.70	 t（571） =	4.33	p	=.001
exp_e_1 食事をすることが楽しかった。 3.56	 0.69	 t（571） =	2.13	p =.034
exp_e_9 家族等が料理をする姿をよく見ていた。 3.52	 0.70	 t（571） =.59	ns.
exp_h_5 家庭科の調理実習は好きだった。 3.63	 0.64	 t（571） =	4.93	p =.001
因子分析（主因子法）における初期共通性<.250  初期共通性
exp_b_7 食事で好き嫌いがあると，家族等から必ず注意された。 .236	



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平均値 標準偏差 α係数 全体－項目相関値（a） 正規分布への適合度（b）
食料生産への関与 2.11	 0.78	 .856	 r	=.541 − .724 z	=	2.399		p	=.001
伝統的料理への接触 2.09	 0.68	 .850	 r	=.470 − .734 z	=	2.165		p	=.001
料理経験 2.21	 0.74	 .752	 r	=.453 − .649 z	=	2.130		p	=.001
選り好みのない食生活 2.74	 0.82	 .724	 r	=.505 − .602 z	=	3.086		p	=.001
献立への関心 3.06	 0.79	 .750	 r	=.542 − .618 z	=	3.389		p	=.001









伝統的料理への接触 .738 − .146	
料理経験 .727 .080	
食料生産への関与 .711 − .071	
献立への関心 .547 .130	
『否定的な食育経験』
中食・外食への依存 .150	 .915 
選り好みのない食生活 .374	 ‒ .468 









































た（χ2（292） = 788.53，p = .001，GFI = .900，









BMI 理想 BMI 差異 BMI
〔下位尺度得点〕
食料生産への関与 .010	 .049	 − .033	
伝統的料理への接触 − .011	 .075	 ‒ .086 
p	=.086 p	=.047
料理経験 − .049	 − .067	 − .002	
選り好みない食生活 − .024	 .013	 − .045	
献立への関心 .036	 .022	 .028	
中食・外食への依存 .049	 − .022	 .087 
p	=.044
〔主成分得点〕
肯定的な食育経験 − .007	 .026	 − .034	




（ 給 食 室 な し	m = 2.30，SD = 0.83，N = 81;	
給 食 室 あ り	m = 2.06，SD = 0.65，N = 483;	
t（97.08） = 2.56，p = .012），『肯定的な食育経験』
（給食室なし	m = 0.25，SD = 1.13，N = 81;	給
食 室 あ り	m = −0.04，SD = 0.98，N = 483;	


























































































































for Windows および Amos7.0 を利用した。
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Appendix 1　食育経験尺度分析での残余項目
exp_a_1	 旬の食材をよく知っていた（「トマト→夏」，「さんま→秋」など）。
exp_a_2	 食事時間の長さは，大体決まっていた。
exp_a_3	 旬の食材を使った料理が食卓に出ていた。
exp_a_4	 健康と食べ物の関係について意識していた。
exp_a_7	 旬の食材について，家族等からよく教えてもらった。
exp_a_8	 自分に必要な食品やその量が分かっていた。
exp_b_1	 野菜を使った煮物，添え物や，サラダなどがよく出ていた。
exp_b_2	 夕食の時間は，大体決まっていた。
exp_c_5	 自然の食物（つくし，よもぎなど）を食べることがあった。
exp_c_8	 家族等が料理するときには，必ず手伝いをしていた（準備や後片付けなど）。
exp_c_9	 外国の食文化に興味があった。
exp_d_5	 食事のときには，家族同士で会話がはずんでいた。
exp_d_6	 めずらしい外国の料理などを食べることがあった。
exp_d_8	 家族等と一緒に食材の買い物に行くことが好きだった。
exp_d_9	 お箸の持ち方など，食事マナーを家族等からよく教えてもらった。
exp_e_10	 ご飯やおかずのお代わりをよくしていた。
exp_f_2	 行事食（「正月→おせち料理」など）について，家族等から教えてもらった。
exp_f_3	 家族等と一緒に食材の買い物によく行った。
exp_f_6	 家庭科の調理実習で作った料理は，家庭でも自分で作るようにしていた。
exp_f_7	 学校給食は好きだった。
exp_f_8	 学校でクラスの人たちと野菜を育てていた。
exp_g_2	 三食のうち一食は，必ず家族そろって食べていた。
exp_g_5	 食事の量を自分で調節していた。
exp_g_6	 家庭科の調理実習の時間には，自分で包丁を使っていた。
exp_g_8	 よく噛んで食べることを心がけていた。
exp_g_9	 家庭科の時間には，調理実習がよくあった。
exp_h_1	 食べることは大切だと思っていた。
exp_h_2	 家庭科の調理実習の時間には，必ず自分自身で火を扱っていた。
exp_h_6	 学校にいる栄養士や調理師の人とよくおしゃべりをした。
exp_h_7	 小学校の給食室をよくのぞいていた。
exp_h_8	 行事食（「正月→おせち料理」など）を，家族等がよく作っていた。
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